







































































































































































































































































国の日本の在外公館では戦前に排日運動を経験し 前後は計画集団移住 慎重だったからだ。程度の差はあれ、日本人移民同志の抗争 いわゆる 勝ち組負け組」事件 ブラジルだけで く
5（（ 第二次世界大戦後における沖縄からのボリビア移住に関する一考察　読谷村の集団移住を中心に











































































































































のとしても、海外移住を考えていたことは否めないだろう。当時の新聞では移住に関して、具体的計画は未定ながらも、 期待を高めるような記事がみられた。 「ボリビアへの移民近く実現」 （ 『うるま新報』一九四九年二月一四日）と実現が間近であるような見出しや、 「ボリビア移民
　
旅費全額米政府の貸
















貧困など諸問題の原因の一つとされ、内務省社会局により移住政策は社会事業として行なわれた時期があった。琉球政府においても高い犯罪率の原因の一つは過剰人口 とされ、社会問題を扱う社会局が一九五三年四月に新設され それまで経済部に置かれていた移民 は社会局へ移動した。それにより、琉球政府においては過剰人口が原因となる犯罪や失業、貧困などに対する社会政策 いう面から移住政策 捉えられること なったといえるだろう。　
本章（二）で既述した一九五二年五月のホセ赤嶺らボリビアの沖縄系移住者とティグナーの面会は、






















































































































































































































おいて他ではないものとして、 「地縁、血縁関係者でもって一集団（一〇戸～二〇戸）を編成し、人格有り且つ指導力ある団幹部を配する」移住団を編成することが規定されていたことだ。満州開拓移民を思わせる分村的な移住 編成が求められたのは、ボリビア移住 過酷な未開地での開拓であり、支援が十分でないことから集団での開拓が不可欠だと認識されていたからだろう。 方移住者の立場に立てば、団長が率 る移住団が組織される集団移住は心強く、集団移住による共同体では 前生活様式全般や言語は維持されやすいとい 利点 あり、移住者の心理的負担は軽減される。よって応募者増加につな る可能性もある。ともあれ、沖縄のボリビア移住では、戦前もブラジル移住などでみられ、ティグナーも推奨した集団移住方式が前提であった。　
二つ目は、応募手続きが戦後移住ではあまりみられない二段階で各二回ずつの選考という、綿密な















ラジル（二三三人）を上回っており（注４による） 、ボリビア移住が相当の関心を持たれていたことがわかる。ブラジル移住は呼び寄せ 契約移住 大多数で、新規移住者 土地を取得すること 不可能だったことはボリビア が高い関心を呼んだ理由の一つだろう。　
読谷村の募集と応募については、第一回の正確な応募者数は不明だ。一九五四年四月当時、村民
5（（ 第二次世界大戦後における沖縄からのボリビア移住に関する一考察　読谷村の集団移住を中心に



























既に、第四次以降毎回二百人強の移住者が沖縄から送出されていたが、知花弘治家の は瀬名波だけでなく 読谷村全体に反響を呼んだようで 後続者は一九六二年に最盛期を迎えた（表三） 。もちろん、村内で知花弘治による勧誘や、先住者からの誘い けも見ら たが、村の復興や農業振興において高い評価を得ていた知花弘治一族の移住が誘い水となったと思われる。関心 あっても実際 移住に結びつかないことも多いが、周囲や知人の勧誘並びに参加は決心へ向けて背中を押す力になり、村全体 波及効果をもたらしたといえよう。　
ボリビアで二〇年弱の移住生活を送った知花弘治については、現時点で多くはあきらかになってお











































































































田港朝和「 〈資料紹介〉業務代理人当山久三に関する史料」 『沖縄史料編集所紀要』第三号、 史料編集所、一九七八年、七九頁。
（











移民名簿』沖縄県立図書館資料編集室、 一 九四年、 一二・一四頁）が、 資料により数字には違いがみられる。
（
（（） 











































































































































































































































































































































































































































堀江忠男「米国の世界政策と後進地域開発計画」 『経済評論』五（ 〇） 、日本評論社、一九五〇年、一六頁。
（
（（） 
具志堅興貞『沖縄移住地
　
ボリビアの大地とともに』沖縄タイムス社、一九九八年、五〇頁。
